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【実験方法】 
2012 年から 2017 年までの間に複数回行われた実験で、協力行動を測定する複数の経済ゲーム実験

（図 1）に参加し、その意思決定にかかった時間を測定した。本研究では協力行動以外にも、利他傾向

を測定する社会的価値志向性尺度（図 2）を異なる方法で複数回測定し、他者から搾取されることを回

避したいと思う傾向である社会的リスク回避傾向を測定した。 
 

図 1 経済ゲームの一例（独裁者ゲーム) 
独裁者ゲームは２人１組で行われた。分け手は実験者から受け取った

お金を自分自身と受け手との間でどのように分けるかを決め、受け手

は分け手が決めたとおりのお金を受け取った。この実験では、分け手

の役割になった人が受け手に渡す金額が協力行動の指標として用い

られた。独裁者ゲーム以外にも、囚人のジレンマゲーム、公共財ゲー

ム、信頼ゲームが協力行動の指標として用いられた。 
 
 
 
 
 

図 2 社会的価値志向性尺度の一例 

 
自分と他者の間で仮想的にお金を分配する状況に直面した場合、どのような分け方を好むかをたずね

る。複数の回答の結果によって、回答者は利他主義者（Prosocial）と利己主義者（Proself）に分類され

る。 
 
 
 
 
 1/2 



【実験結果】 
 社会的価値志向性尺度で一貫して利他主義者と分類された人は、素早く意思決定を行うときには協

力的に振る舞い、意思決定に時間をかけると非協力的に振る舞うことが明らかになった。一方、社会的

価値志向性尺度で一貫して利己主義者と分類された人は素早く意思決定を行うときには非協力的に振

る舞い、意思決定に時間をかけると協力的に振る舞うことが明らかになった（図 3）。また利他主義者

の意思決定の時間は社会的リスク回避傾向が高まるほど長くなっていた。この結果は、早い意思決定で

は協力する人々も、他者から搾取される恐れついて考えることに時間を費やすと協力的に振る舞うの

をためらうようになることを示唆している。また時間をかけて協力する利己主義者は、短期的な利益で

はなく、自身の評判などを含めた長期的な利益を考慮して協力することが示唆された。 
 
図 3 社会的価値志向性ごとの全体的協力傾向と意思決定時間の関係 

 
図の縦軸は全体的協力傾向を表しており、数字が大きくなればなるほど協力傾向が高いことを示して

いる。横軸は意思決定にかかった時間を表しており、数字が大きくなればなるほど意思決定にかかった

時間が長いことを示している。一貫利己主義者は意思決定の時間が長い人ほど協力傾向が高く、意思決

定の時間が短い人ほど協力傾向が低い。一方で、一貫利他主義者は意思決定の時間が短いほど協力傾向

が高く、意思決定の時間が長い人ほど協力傾向が低い。協力行動と意思決定の時間はそれぞれ標準化さ

れた得点である。 
 
【実験の成果】 
社会の中には、その人が持つ社会的価値指向性によって、素早く直感的に協力する人々と、自己利益

を追求する人々の両方が社会の中には存在していると言える。それら 2 種類の人々は異なるメカニズ

ムで協力行動をとると考えられるため、その両者から協力行動を引き出すには、単一人間モデルではな

く少なくとも 2 種類の人間モデルを仮定した制度が必要になる可能性を示している。 
以上 
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